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は じめに

日本語の 疑問表現 は､ 聞き手に 問い か ける か否か に よ っ て 二分される ｡ 本稿にお い て は､ 前者を ｢ 問

い か けの 表現｣ ､ 後者を ｢疑 い の 表現｣ と呼ぶ こ とにする ｡

疑問表現に 関す る日中両言語の 対照研究は､ ｢ 問い か けの 表現｣ をめぐる もの は多く見られる もの の ､

｢ 疑 い の 表現｣ を扱 っ たもの は少ない ｡ ま た ､ 中国語の 疑問表現 に関する研究にお い て ､ ｢ 疑 い の 表現｣

に 関するもの は殆 ど見られない ｡

本稿は､ こ れま で注目さ れる こ との 少なか っ た ｢ 疑 い の 表現｣ に焦点を当て ､ 日中両言語の 対応関係

( 具体的に は原文と翻訳文との 比較) を通して 両言語の 特徴を明らか にする こ とを目指して い る ｡

0 - 1 . ｢ 疑 い の表現｣ の性格と特徴

本稿で扱う ｢ 疑い の 表現｣ は､ 仁田 ( 1 9 9 1) の い う ｢ 聞き手 へ の 問い か けを意図する こ となく話し手

の 判断成立 へ の 疑念を述 べ たもの｣ を指して い る ｡

0
-

2 . ｢ 疑 い の表現｣ を判断す る方法

｢疑 い の 表現｣ の 文末形式に つ い て ､ 仁田 ( 1 9 9 1) は､ ｢ - だ ろうか｣ ､ ｢
- か な｣ ､ ｢

- か しら｣ の 文

末形式が多く使われる と述 べ て い る ｡ 本稿は､ こ の 3 つ の 文末形式に ｢ - か｣ を加えて 考察を行う こ と

に した ｡

しかし､ ｢ だろうか｣ ､ ｢ か な｣ ､ ｢ か しら｣ と ｢ か｣ が文末になる の は､ ｢ 疑 い の 表現｣ だ けで はなく ､

｢ 問 い か けの 表現｣ もある｡ 文末の 形式だ けか ら ｢疑 い の 表現｣ を判断す る の は難 しい ｡ 本稿で は､ 古

本 ( 1 9 9 3) の い う､ ｢ 求めて い る情報を聞き手が持 っ て い な い｣ と話し手が思 っ て い る場合に ､ ｢ 疑 い の

表現｣ で ある とする考え方に よ っ た｡

1 . 中国語 の ｢ 疑い の表現｣ に つ いて

1 - 1
.
こ れ まで の 指摘

中国語の 疑問文は､ 疑問詞の 有無によ っ て 以下の よう に 4 分類される こ とが多い ｡

*
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① 諾否疑問文 ( 当否疑問文) ( 荏 : 異なる呼称がある場合は ( ) 内に示した)

② 疑問詞疑問文 ( 特指疑問文､ 特定疑問文)

③ 反復疑問文 ( 正反疑問文)

④ 選択疑問文

前述 したよう に ､ 中国語の 疑問文研究に お い て ､ モ ダリテ ィ の 概念に基づ い た ｢疑 い の 表現｣ に関す

るも の は ､ 殆ど見られ ない ｡ そ の ため､ 4 つ の 疑問文の 中で どの 文形式が ｢疑 い の 表現｣ と して 使用さ

れるかに つ い て も､ 中国語の 研究に は見られな い ｡ こ の 点に 関して ､ 日本人の 中国語学習者向けの 文法

書で ある相原茂 ( 1 9 9 6) (『w h y? に こ たえるは じめて の 中国語の 文法書』) で は 若干触れ られ て い る｡

相原 ( 1 9 9 6) は､ 上記 の 4 つ の 疑問文の 中で ｢ Ⅰ型 ( 諾否疑問文) は
"

?
"

を伴 っ て 聞き手に 向か っ て

回答を要求して い る文で あり､ Ⅱ､ Ⅲ 型 ( 選択疑問文､ 正 反疑問文､ 疑問詞疑問文) は､ 文中に疑念を

誘発す る何らかの 未確定な要素を話し手が表明す る文なの で ある｣ と述 べ て い る｡ 更に ､ Ⅱ ､ Ⅲ 型 に つ

い て ｢ こ の ような型 が､ 未確定な要素を確定化する に足る情報を持 っ て い ると思われる人､ すなわち答

えが分か っ て い そ うな人に向か っ て発せ られ たとき ､ 結果的に疑問文と して機能する｣ とも して い る｡

す なわち､ 選択､ 正反､ 疑問詞疑問文の 3 種類は ｢ 疑い の 表現｣ で あると同時に ｢ 問い か けの 表現｣ と

して も機能する｡ 一 方 で諾否疑問文は ､ ｢ 問い かけの 表現｣ だ けを表す と い うこ とで ある ｡ 換言すれ ば

正反疑問文､ 選択疑問文､ 疑問語疑問文と い う三 つ の文形式は､ ｢疑 い の 表現｣ となりうるの に対して ､

諾否疑問文はなり得な い と して い る ｡

1 - 2
. 諾否疑問文は ｢ 疑い の 表現｣ となり得ない の か｡

相原 ( 1 99 6) の ｢ 諾否疑問文は ｢疑 い の 表現｣ となり得な い｣ に つ い て ､ 首肯しがた い 感があり､ 実

際の 用例に よ っ て調査する こ とに して みた｡

中国語訳の ある日本譜の 文学作品か ら ｢疑 い の 表現｣ 1 6 9 例を収集した｡ 1 6 9 例 に対する中国語翻訳

を見ると､ 疑問詞疑問文､ 正反疑問文､ 選択疑問文の 他に ､ 相原氏の 結論に反して諾否疑問文になる例

が 1 8 例ある こ とが分か っ た ( 反語と推測を表す文に 反訳 される例もあるが､ 日本語の 原文と意味的吃

ずれが起 っ た の で次節で扱う) ｡ 代表的な例を挙げて おく ｡
(f巨2)

( 0 1) 三 十分､ あ る い は
一

時間くら い溶解しな い カプ セ ル が存在し て い たら どうだろう｡ そ れ だと こ れは解決は つ

くの で ある ｡ しか し､ そ ん なカ プセ ル が現在､ あ る だろうか｡

一如来能技到 -

稗三十分餅或
一

千御大后才溶解的股褒､ 同題就迎刀而解了｡ 然而､ 真有法相股褒喝 ?

(0 2) 私は打 ち ひ しがれ て しま っ た｡ あ の方はやはり私に遠い方だ っ た の か｡

一我被苗潰了｡ 地依然寓我那△遥遠喝 ?

(0 3) 後で静か に考えると､ い ろ い ろ の 意味に 取れる｡ あ の 方は私を非難なさ っ た の だ ろうか ｡ 私を警戒するよう

に と そ れとなく母に注意なさ っ た の だろうか｡ ま た は じ ょ うだん に ま ぎらは して 私の 愛情に答え て下さ っ さ

の だろうか ｡

一我冷静地思考､ 分析出多神意又｡ 地是否在青各我 ? 警暢我 ? 不露痕迩地要母采多注意我? 地那玩笑似的母型

言培､ 算是対我感情的答夏喝 ?

諾否疑問文は ｢ 疑い の 表現｣ に なれな い と い う柏原氏の 指摘を受け､ こ の 1 8 例が反語文で ある可能

性を考え たい ｡ 中国語 に は､ 諾否疑問文で 表す反語文が存在するか らで ある ｡ 『現代中国総覧』 の 例文

を引用 して おく｡
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(o 4) 速是喝B)L 和耶)L 的事呼? 挨得着喝 ? 休真能胡思乱想! ( そ れ は 一

体何の こ とだ ? 関係ある の か ? お前で たら

め考える の も い い かげん に しろ ! )

(o 5) 逐想述去看屯影 ? 件有票喝 ? ( 中に 入 っ て映画を見た い だと ? 切符はある のか ? )

(『現代中国語総覧』 の 6 78 p 例①②)

下線を施して い る文は､ 諾否疑問文で表す反語文で ある ｡ ( 0 4) の ｢ 挨得着帽 ? ( 関係ある の か)｣ は

｢ 挨不着 ( 関係ない) ｣ の 意､ ( o 5) の ｢ 休有票喝 ? ( 切符はある の か)｣ は ｢ 体没有票 ( 君は 切符を持 っ

て い な い) の 意をそれ ぞ れ表して い る ｡ こ の 2 例は前後に接続する文を除い て ､ 反語文の みを見ると
一

般的な諾否疑問文としか見なす こ とがで き ない ｡ た だ ､ ( 0 4) は前接する文を ､ ( 0 5) は後接する文を含

めて文意を解釈すると ､ 諾否疑問文の 反語表現で ある こ とを間違い なく判断で きる｡ つ まり､ こ の形式

の 反語文は､ 前後文の 意味に強く影響され ､ それ に繋げて 理解しな い と判断で きな い と い う特徴を持 っ

て い る ｡

しか し､
一 方､ 本稿が集めた 1 8 例は ､ 文に反す る意味を表す表現が前後文脈に 見られな い ｡ 例えば

( o 4) の ｢ 体真能胡思乱想 ( お前で た らめ 考える の もい い かげんに しろ)｣ と ( 1 9) の ｢逐想迭去看屯影

( 中に入 っ て 映画を見た い だと)｣ の 文は反語文 の 成立を支える表現 な の で ある｡ 用例の ( 0 1) で説明し

て みる と｡ 下線を施 した 諾否疑問文の 前文 に は､ ｢ そ ん なカ プセ ル が現在ない｣ と い う反語文の 語気を

表す表現 は全く見られな い ｡ そ の ようなカ プセ ル が存在 したら どうなる の かに つ い て の 話し手の 予測だ

けで ある ｡ 下接した原文は ｢ 若宮は､ こ の 事件が旧陸軍研究所に 関係がある こ とを思 い出した ｡ 計略用

の 優秀な印刷機械がそ こ に据え付けられて い たの で ある｣ とあるの で ､ 反語に繋がる表現 にはならない ｡

こ の ように ､ 18 例は ､ こ の 形式と して の 反語文 の ある べ き特徴が見られな い ため ､ そ の 中国語訳 は

反語文で はなく､ 諾否疑問文で あると考えられる｡ 相原 ( 1 9 9 6) は､ 諾否疑問文は ｢疑い の 表現｣ に な

らな い と主 張したが､ 収集 した用例を見る限りそ れを証 明す る こ とがで きな い ｡ 用例を見る 限り､ む し

ろ諾否疑問文が ｢疑 い の 表現｣ を表す こ とがで きると い う結論に なるの で ある ｡ 別な言い 方をすれ ば､

中国語 にお い て疑問文 の 4 つ の 文型 は､ 何れも ｢ 問い かけの 表現｣ と ｢疑 い の 表現｣ の 両方を表す こ と

がで きると い えよう｡

2
. 日中両言語 に おける ｢疑い の表現｣ の対応

2
-

1 . 疑問詞 のあ る場合

収集した用例の 内､ 疑問詞の 使われる 日本語文 10 1 例は､ 例外なくす べ て中国語の 疑問詞疑問文に対

応して い る｡ 日本語の 原文は､ ｢ だろうか｣ ､ ｢ か｣ ､ ｢ か しら｣ ､ ｢ かな｣ で ｢ 疑 い の 表現｣ の 文末が異な

るが､ 中国語に対応する と疑問詞疑問文と い う
一

つ の 文形式と なる ｡ つ ま り､ 疑問詞が使用される場合

に ､ 日本語の ｢ 疑 い の 表現｣ に使用され た疑問詞は完全に中国語訳で表現されて い る の に対して ､ 原文

の 文末形式は中国語で は表され て ない ｡

2 - 2 . 疑問詞の な い場合

疑問詞の ある場合とは逆に ､ 疑問詞を含ま ない 日本語の ｢ 疑 い の 表現｣ に対して は ､ 同 じ文末で あ っ

て も､ 中国語 の 対応は多様で ある ｡ 集めた 6 7 例 の 日中対応を 日本語の 文末別にそ れ ぞれ以下の 表 1 に

ま とめ て みた ｡
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表 1 . 日 本語文の文末と中国語文の 形式

日 本 語 原 文 中 国 語 訳 文

文 形 式 用例数 文 形 式 用例数

u
‖

】
｢ か｣ が文末形式になる 37

選択疑問文
-
Eq

正反疑問文 7

諾否疑問文 8

反語文 8

推測 3

｢ だ ろうか｣ が文末形

式にな る
22

選択疑問文 2

正反疑問文 8

諾否疑問文 9

反語文 1

推測 2

正反疑問文 1

｢ か な｣ が文末形式に

な る
5

反語文 1

諾否疑問文 1

推測 2

｢ か しら｣ が文末形式に

なる
3

選択疑問文 1

正 反疑問文 1

推測 1

表 1 からも分かる ように ､ こ の 場合の ｢ 疑 い の 表現｣ は､ 中国語の 疑問文 に対応す る場合もあれば ､

疑問文以外 に対応す る場合もある ｡ 対応す る疑問文は疑問詞疑問文を除い た正反､ 反復､ 諾否疑問文の

3 類型で ､ 疑問文以 外の ほう は､ 反語文と推測 を表す文で ある ｡

反語文と推測の 文は､ 疑問表現で はな い の で もちろん ｢ 疑い｣ を表して い な い ｡ つ まり ､ 反語文と推

測文に翻訳される こ とに よ っ て 日本語の 原文に ある ｢ 疑い｣ はなくな っ て しま う｡ こ の よう に ､ 疑問文

以外の 文形式に訳され る こ とに よ っ て ｢ 疑 い｣ の ニ ュ ア ン ス を無く して しま うの で ､ こ の ような中国語

訳は適当で はな い ように思われる ｡

実際の と こ ろ､ こ の 類 の文は ､ 中国語の 疑問表現で翻訳される こ とが で きる｡ 例え ば､ 次 の 例 ( o 6) ､

( o 7) は そ れ ぞ れ反語文 ､ 推測文に訳 さ れて い るが ､ 疑問表現を使 っ た ( 0 6)
'

と ( 0 7)
'

( 陳 に よる中国

語訳) に翻訳して も成立 する ｡

(o 6) 何十本か の 旗が固ま っ て 陽 に輝 い て い る こ とが､ こ れ ま で 行徳の 見た い か なる部隊の 行進とも違 っ て い た｡

西夏の 国王元実に屈従する儀伎兵の
一

隊な の で あろうか｡

一数十面旋旗衆集
一

起 ､ 在附光下内内輝亮､ 速和行得仏前所凪的任何軍臥都完全不同｡ 墾道是西夏王李元実的

悦伎兵臥喝 ?

(o 7) あ の 方は雲を見て遠い 土地 へ 教師に釆た自分を考えて い らした の だろうか｡

一堂堕他自己i^ 力是満了看云 ､ 才到速△遠的地方当老仲里｡

(o 6)
'

数十面旋旗衆集
-

起､ 在附光下内内輝亮､ 速和行得仏前所凪的任何軍 臥都完全不同｡ 量杢量西夏王李元実的

悦伎兵臥堀?

(o 7)
'

他 自己星査t^ 弟是満了看云 ､ 才到退去遠的地方当老姉堀 ?

つ ま り､ こ の ような訳は疑問文の 形式で言 い換えて もよい ｡ そ うする と､ 日本語 の 原文の 意味に忠実
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に ､ ｢ 疑 い｣ の ニ ュ ア ン ス を無くさ な い ため に ､ 反語文や推測 の 文よ り疑問文の 文形式に対応した ほ う

がより適切な訳 で は な い かと思 われる｡ しかし､ 実際､ 日 中対訳 に こ の 類の 中国語訳は存在して い る｡

こ の ような翻訳 の 違 い は､ どの ような理由に よる の で あろうか｡ 翻訳者の 主観に よるもの かと考えたが､

ほとん ど異なる訳者に翻訳された用例なの で ､ 安易に そ うとは言えな い だ ろ う｡

こ れら の 中国語訳 を更に考察す ると､ 以下の ような二 つ の 特徴が見られる｡

①疑問詞の ない 場合に しか見られない

② ｢疑い｣ の ニ ュ ア ン ス がなく な っ たが､ 翻訳作品全体の 意味理解に差し支えない ｡

こ の 二 つ の 特徴から次の ようなこ とが考え られる｡ 中国語の ｢ 疑 い の 表現｣ は､ 疑問詞の ない 場合の

方が疑問詞の ある場合より表現さ れにく い ｡ よ っ て ､ 中国語に翻訳される場合に全体の 意味理解に差し

支えない とすれ ば､ 前後文脈か ら反語や推測 の 語気を捉え ､ 反語文と推測文に翻訳する こ と は可能に な

る ｡ それ ぞれ見て い こ う｡

2 - 2 - 1 推測文にな る場合

例えば ､ 今 6 時に な っ た か に つ い て 聞き手も知 らない と話 し手が思 っ て発閲した 場合､ 日本語で は

( o 8) の ような ｢ 疑い の 表現｣ になるだ ろう ｡

( o 8) 今､ 6 時に な っ たか ( だろうか､ かな､ かしら)

一

方 で ､ 同じ設定の 下で 中国語に なると ､ ( 0 9) の ような疑問表現 で表された ｢ 疑い の 表現｣ を発話

して もよい し､ ( 1 0) の ように推測の 文で 表す こ と もで きる ｡

( 0 9) 現在量杢量六点了 ?

( 1 0) 現在是六点了些｡

( o 9) は ､ 疑問文で 表す ｢疑 い の 表現｣ で 日本語の ( 08) と対応でき る｡ ( 10) の 場合は推測 の 文で あ

る の で ( 0 8) に 比 べ る と意味の ずれが起るが ､ 中国語に お い て は何も違和感をもた らさ ない ｡ ｢ 六時に

な っ た｣ と い う肯定の 意味を取り上 げて 推測 の 語気を加え ､ つ まり推測の 文で 発話する こ とがで きる ｡

2
-

2
-

2 反語文になる場合

本稿で 反語文と判断される中国語訳は､ す べ て 反語の語気を特徴的に表す表現を使用 して い る ｡ そ の

表現と は､ ｢ 不是･
-

喝｣ の パ タ
ー

ン や副詞の ｢ 雅道｣ で ある｡

まず は､ ｢ 不是 ･ ･ ･ 喝｣ の 反語文に なる場合で ある｡ こ の パ タ ー

ン に なる用例はそ れ ほ ど多く な い ｡ 以

下の 3 例だ けで ある ｡

(l l) ① マ ッ チ の 電話番号は､ -
一 三 五 -

で あ る｡ ( ア ジ サイ) が それ に当 て はまらな い か｡ ア ジ サイー｡

② こ の 言葉が何か の 数字にな らな い か｡

- ①火柴金上的屯法号桐13 5 1 ､ 其注解的日培字母､ 杢量与八仙花的有些相似埋ヱ

②照此悦来､ 八仙花速十同 ､ 杢塾量代表
-

十号 脚弓?

(12) ｢ 大佐｣ と い うと､ も しかする と､ 西山旅館の 経営者で はなかろうか ｡ 終戦時の大佐だか ら､ 年齢も ち ょ う

どあ の 老主人と当て はまる で はな い か｡

-
` `

上 校
''

杢重量西山旅館的老板些1 践争結束吋是
``

上 校
"

､ 年齢与老板正好相当｡

(13) ま あ ､ 人間 に は い ろ い ろなタイ プが ある ｡ こ の横尾と い う男は､ 自分 の戦死が公表され て戸籍がなくな っ た

こ とを ､

一

つ の チ ャ ン ス に利用した の で はなかろうか? 人間､ 戸籍がな い と､ どん な こ と で も で きると いう
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丹保 健
-

･ 陳 登

気持ち に なるんじ ゃ な い かな｣

- 人阿､ 息是有各神各梓的､ 横尾速十人､ 也杵是利用了公報宣称他己成死而没有戸籍的机会､ 没有戸籍的人､

不是干什△都根方便喝?!

こ の 3 例は ｢ かな｣ ､ ｢ か｣ で 文末が違うが､ 各 々 否定形の ｢ な い｣ が前接する と い うと こ ろで 共通し

て い る ｡ ｢ な い｣ は中国語の ｢ 不是｣ に ､ ｢ かな｣ と ｢ か｣ は中国語 の ｢ 咽｣ に普通に対応して い る ｡ 文

自体が中国語で 言うと ､ ｢ 不是｣ が文の 前 に ､ ｢ 咽｣ が後ろにく ると い う語順に なる の で ある ｡ まさ に

｢ 不是｣ と ｢ 喝｣ が前後で 呼応する反語文 の パタ
ー

ン に なる ｡ つ まり ､ 日本語の 原文は､ ｢ 不是 - 喝｣ と

い う中国語 の 反語文 の パ タ ー

ン に ぴ っ た りと当て はま っ て い る ｡ ｢ 不是 - 喝｣ の 反語文に翻訳される の

は､ 日本語の 原文が形式上 ｢ 不是 - ･ 咽｣ に 対応して い るか らと考え られる ｡ こ の 対応か ら中国語の 訳は

日本語の 文形式に対応する形に影響される傾向が見られる ｡

次に ､ 副詞 の ｢ 准道｣ か ｢ 逐｣ を使 っ た 反語文に対応した用例を見て お こ う｡

(1 4) ジ ョ ニ
ー は ど こ で ビ ジネ ス マ ン ホ テ ル の存在を知 っ たの か ? ど こ で偶然に知 っ た ホ テ ル の 名前を護符の よう

に捧げも っ て ､ 初 め て訪れた異国に おける心細さ の中を脇目もふ らず ｢ た だ
一

つ の ホ テ ル｣ へ 向か っ て直行

したと単純に考え て よ い の だろう ?

- 赤尼J^ 郷里得知有速△十布京商各傾店的堀? 把在什△地方偶然折悦的旅絹名字像折身符似的牢牢記在心 中､

在首次坊同的異国他卑､ 尽管怖有神稗不安､ 却毒不沈緑地径直住径宜
`
`

唯
一 的旅傾

' '

､ 准道可以遠△単純的

推測喝 ?

(1 5) あ れ はや はり貞操観とい うもの で あろうか｡ そ れ から人間を切り売りしようと い て い る男 の考え方も､ 女の

指を切り落とした残酷さも､ 張行徳の 理解の外に あるもの で あ っ た｡

一准道是 獅 即弓? 逐有那板東切割人肉的男人胞子里究意想的是什△ ? 那剃切女人指失的残酷､ 実在令人碓

以理解｡

(1 6) 何十本か の旗が固ま っ て 陽 に輝 い て い る こ とが､ こ れ ま で行徳の見た い かなる部隊の行進とも違 っ て い た ｡

西夏 の 国王元実に雇従する儀伎兵の
一

隊な の で あろうか ｡

一数十面旋旗衆集
- 起､ 在附光下内内輝亮､ 法和行得仏前所凪的任何等臥都完全不同｡ 准道是西夏王李元実的

伏伎兵臥喝 ?

(1 7) 梅 田静子は､ た だ､ もの 珍しさ だけ で買 っ た の で あろう か｡

一重壁静子イ又イ又国力稀奇才突返些的喝 ?

(1 8) ほかに人影はなか っ た｡ 泊 っ た客はい ち早く逃げ出したのか､ 声も聞こえ ぬ｡ 誘導 にくる宿の者もいなか っ た｡

一 四周
一

十人影也看不到｡ 奇怪! 碓道住宿的旅客都逃走了喝 ? 窓△連声音都折不到 ?
-

十引路的人都没有｡

(1 9) あ の 真鶴か ら名古屋まで 送 っ た の は､ や はり断裁機だ っ た の か｡

- 雅道仇真鶴逼往名古屋幸粘的借物､ 真的是切紙机?

こ の 6 例 の 中国語訳を ､ 反語文と判断した の は､ こ れらが ｢准道｣ と疑問助詞の ｢ 喝｣ (｢ 喝｣ の 省略

は可) が対応 した反語 を表す パ タ ー

ン を使用 して い るか らで ある｡ こ の パ タ ー

ン の 反語文 に つ い て ､

『現代中国語総覧』 は ､ 日本語 の ｢ -

の はず がない｣ ､ ｢
- で ある べ き で はな い｣ ､ ｢

･ - と は限らな い｣ な

どの 意味を持 つ と して い る ｡ 一 方､ 他 の 形式の 反語文に つ い て は ｢肯定の 意味を強め ､ 明らか に こ れ が

事実だと い う こ とを表す｣ と述 べ て い る｡ こ の 異なりから､ ｢ 准道
- 喝｣ の パ タ

ー

ン の 反語文は ､ 文そ

の も の に反す る意味を話し手が強調 して い る が､ そ の 真実に対して まだ疑 い を持 っ て い る の で 結局根本

的な断定を表して い な い と い う特徴を持 っ て い ると考え られる ｡ そ の ため､ 日中対訳に おい て ｢ 准道
-

喝｣ の 反語文に翻訳され て も日本語原文の 意味理解に影響を与えな い の で あろう ｡
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2 -

3 . ま とめ

｢ 求め て い る情報を聞き手が持 っ て い な い｣ と話し手が判断して発話して い る との 前提の 下で はある

が ､ 文中に疑問詞が含まれて い な い場合､ 中国語に おい て は ｢ 疑 い の 表現｣ となる こ ともあり､ 推測の

文となる こ ともある｡

また 日中両言語を対照すると ､ 疑問詞 の な い 日本語の ｢疑 い の 表現｣ は､ 中国語の ｢不是 - 喝｣ と

｢ 碓道 - 喝｣ の 反語文に 対応する こ とが ある｡ そ の 理由と して ､ 中国語 の 訳は文形式に影響される傾向

と ｢准道 -

唱｣ の 反語文の 特徴が それ ぞれ考えられる ｡

3
. 日中両言語にお ける ｢疑いの 表現｣ の 対応関係

本稿に おい て 明らか に な っ た と思われる事柄をまとめて おく｡

①中国語 にお い て こ れまで 指摘された文形式以外､ 諾否疑問文も ｢疑 い の 表現｣ に なりうる｡

②疑問詞を含む日本語の ｢疑 い の 表現｣ は ､ 中国語の 疑問詞疑問文に対応す る

③日本語文が疑問詞を含まな い場合､ 疑問表現の 諾否疑問文､ 正反疑問文と選択疑問文に対応する

他に､ 反語文と推測を表す文に対応する こ ともある｡

④日本語文が疑問詞を含まな い 場合､ 中国語 は､ ｢ 疑 い の 表現｣ だ けで はなく推測を表す表現と対

応する こ とがある｡

⑤疑問詞の な い 日本語の ｢疑 い の 表現｣ は､ 中国語の ｢ 不是 - 喝｣ と ｢ 准道 - 喝｣ の 反語文に対応

する こ とがある｡

おわ りに

本稿で 日本語の 文学作品とそ の 中国語翻訳を用 い て考察を行 っ たが ､ 中国語の ｢ 疑 い の 表現｣ が どの

ように 日本語に対応され るの かまで 考察が至らなか っ た ｡ こ れ に つ い て 機会を改めて 述 べ た い ｡

( 注 1) 本稿は､ 陳豊の 修士論文 (2 0 0 6 年度三 重大学教育研究科) をベ ー

ス に して い る｡

( 注 2) 本文中に挙げなか っ た諾否疑問文に よる ｢ 疑い の 表現｣ の 例を以下に示す｡

･ そ の ね らわれた人物という の は､ あ あ､ や っ ぱり明智探偵で した ｡ 探偵は､ 二 十面相の予想に たがわず､ ま ん ま

と計略にかか っ て しま っ た の で し ょ うか｡

- 那柁口下的人物､ 果然是明智佃探｡ 佃探果真壁毒不差地按照
``

二 十弘胎
"

的没想､ 中了盗賊的綿褒妙叶喝 ?

･ だ が ､ 日本人は名刺を気軽に ばら撒く｡ 規格サイ ズ の名刺の 中の
一

枚を､ は た し て だれ に や っ た かお ぼ え て い る

だ ろうか ?

一不ii 日本人通名片是根随便的｡ 椋准尺寸的任意
一

弘名片到底是通草合了唯､ 那十叫森戸的人逐能記得喝 ?

･ そ う不思議で もな い こ とが島村はふ と不思議で あ っ た ｡
一

心 こ め た愛の 所行は い つ か ど こか で人を鞭打 つ ものだ

ろうか｡

一法本是不足弟奇的事､ 但此刻的島村却好奇起釆｡ 城心城意本乎愛的行力､ 也会在某吋某地鞭挺人喝 ?

･ だ が
､ 果た して そ うだろうか｡

一然而､ 果真如此喝 ?

･ 熱海署の警部が云 うよう に ､ あ れ は新婚夫婦の悲喜劇の
一

つ だ ろうか ｡
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-

･ 陳 豊

ー真的像熱海署警方所悦､ 速又是
一

幕新婚夫担的悲喜刷唱 ?

･

①岩淵と い う名前を､ 新聞社に知られ て はならな い の だろうか｡ ② そ れを知られると､ 捜査 の 障害 になると い う

の だろうか｡

- ①不能被托杜知道岩淵的名字喝 ? ②如果被報社知道了､ 会妨碍調査咽 ?

･ 女中たちが､ こ の 二人 の素姓を知らな い と いう の は本当で あ ろうか ｡

一女招待¶
■

1 真的不知道他¶
■

] 的真実姓名喝 ?

･ 私 は六歳 の健
一

に 対し て不必要なくらい神経過敏にな っ て い る の で あ ろうか ｡

一我対六歩的健
一

､
是不必要的神革至近敏昭 ?

･ あの西夏の若い女が板の上 に身を横たえて考えて いた こ とは何なのか｡ あの女は殺されるのが何でもない の で あろうか｡

一那十西夏年瑳女子横臥在木板上吋､ 不知有何想法｡ 那十女人真不在乎被禾喝 ?

･ は て な
､
と
､ 若宮は思 っ た｡ 彼女は､ だ れ か横浜から来る電車の客を待 っ て い る の だろうか｡ 買 っ た の は切符で

はなく
､ 入場券だ っ た の か

- 若宮心想､ 真怪阿､ 地是不是来援仇横浜来的幸堀 ? 地栗的不是幸票､ 是祐台票唱 ?

･ 名古屋と い えば､ 蒼海ホ テ ル の 事務員春田が こ ろされたと ころ で ある ｡ こ れ は ､ 偶然の 暗合で あ ろうか｡

- 民古屋的活､ 絶海旅傍管事春田就死在名古屋｡ 速是偶然的巧合唱 ?

･ 断裁機だけが送られた に し て は､ 荷物 の部分品が少ない ｡ ま た､ そ の 品目は､ そ れ が断裁機に な っ て い るが､ 果

たし て
､
ほ ん とう に断裁機なの か ｡

- 如果只逗切紙机的活､ 博物的零部件就太少了｡ 男外､ 友債単上屋示的是切紙机､ 里 面的末西就果真是切紙机喝 ?

･ ア ベ ッ ク が目撃したと いう女は､ 果た して 事件に関係がある の か ?

一那
一

対情侶看到的女人到底和法十案件有美系喝 ?

･ おか し い な｡ 誰も出て 釆な い ｡ 眠 っ て る の かな ?

- 奇怪呼､ 唯都投出釆､ 是睡着了喝 ?
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